
自
主
財
源

依
存
財
源

内　　　容

市　　　　税 ▲ 1.6市民税や固定資産税など 53億5,067万円
(54億4,035万円)

▲ 0.7135億7,285万円
(136億6,931万円)

項　　　目

前年度比
（％）

平成26年度
(  )は25年度

分担金および
負　担　金 5.3保育料、養護老人ホーム入所者

負担金など
2億4,594万円
(2億3,364万円)

使用料および
手　数　料 ▲ 2.9市営住宅使用料、ごみ・し尿処理

使用料、各施設の使用料など
3億284万円

(3億1,175万円)

財 産 収 入 ▲ 31.0土地売払収入、寄附金など 8,543万円
(1億2,376万円)

繰　入　金 ▲ 4.7財政調整基金繰入金、水道会計
退職手当組合負担金繰入金など

8億4,007万円
(8億8,120万円)

諸収入など ▲ 3.8他の収入科目に含まれない収入
（貸付金元金収入など）

5億2,619万円
(5億4,720万円)

地方譲与税
な　　　　ど 14.5国や県が徴収した税の一部を

一定割合で交付されるお金
4億6,669万円
(4億776万円)

地方交付税 ▲ 14.0市の財政力などに応じて国から
交付されたお金

12億4,428万円
(14億4,765万円)

国庫支出金 6.9特定の目的のために国から交付
されるお金

18億7,910万円
(17億5,831万円)

県 支 出 金 ▲ 1.6特定の目的のために県から交付
されるお金

6億7,430万円
(6億8,538万円)

市　　　　債 6.8大きな事業を行うために国や
金融機関から借り入れたお金

19億5,734万円
(18億3,231万円)

内　　　容

人 件 費 ▲ 4.8市役所で働く人の報酬や給与
など

24億2,362万円
(25億4,505万円)

▲ 0.7135億7,285万円
(136億6,931万円)

項　　　目
前年度比
（％）

平成26年度
(  )は25年度

扶 助 費 8.7社会保障制度の一環として、
支援を行うための経費

21億6,273万円
(19億8,984万円)

公 債 費 1.1過去の借入金の返済金 20億6,786万円
(20億4,465万円)

普通建設事業費 ▲ 8.9道路や公共施設の新増設する
ための経費

18億6,351万円
(20億4,592万円)

災害復旧事業費 25.0災害復旧工事などの経費 0.5万円
(0.4万円)

物 件 費 8.5賃金、旅費、需用費などの
消費的性質をもつ経費

19億5,094万円
(17億9,740万円)

維持補修費 ▲ 3.5道路や公共施設などを管理
する経費

2億4,868万円
(2億5,759万円)

補 助 費 等 ▲ 10.2市からほかの団体などに対して
行政上の目的で支払う経費

9億4,286万円
(10億5,039万円)

繰 出 金 ▲ 2.8会計間や基金との間で相互に
資金運用するための経費

13億1,296万円
(13億5,057万円)

貸 付 金 ▲ 1.0市から行政上の目的で貸付け
を行う経費

3億9,266万円
(3億9,643万円)

積 立 金 9.1
財政運営を計画的に行うため、
財政変動に備えて基金に積み
立てるための経費

1億8,703万円
(1億7,147万円)

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

予 備 費 0.0緊急時のための目的を定めて
いない予算

2,000万円
(2,000万円)

内　　　容

議　会　費 0.5議会の活動にかかる経費 1億9,755万円
(1億9,653万円)

▲ 0.7135億7,285万円
(136億6,931万円)

項　　　目
前年度比
（％）

平成26年度
(  )は25年度

総　務　費 ▲ 4.3市の全般的な管理事務経費、
支所、選挙などの経費

14億9,387万円
(15億6,162万円)

民　生　費 8.4生活保護や児童・高齢者など
の経費

40億9,633万円
(37億7,761万円)

衛　生　費 ▲ 2.1衛生的な生活環境を守るため
の経費

10億9,854万円
(11億2,205万円)

労　働　費 ▲ 4.2労働者の生活安定や福利増進
事業などを行うための経費

1億3,585万円
(1億4,185万円)

農林水産業費 33.0農林業や水産業の振興などの
経費

2億3,924万円
(1億7,981万円)

商　工　費 ▲ 43.0商工業の振興や観光宣伝など
の経費

2億6,393万円
(4億6,306万円)

土　木　費 ▲ 6.3道路、河川、港湾、市営住宅、
公園などの経費

25億3,057万円
(27億138万円)

消　防　費 2.2消防・救急業務や災害対策の
経費

5億1,393万円
(5億287万円)

教　育　費 ▲ 4.5小・中学校の運営や社会教育
などの経費

9億1,518万円
（9億5,788万円)

災害復旧費 25.0災害復旧工事などの経費 0.5万円
(0.4万円)

公　債　費 1.1過去の借入金の返済金 20億6,786万円
(20億4,465万円)

予　備　費 0.0緊急時のための目的を定めて
いない予算

2,000万円
(2,000万円)

135億7,285万円

78億5,557万円

38億2,133万円

3,134万円

4,606万円

4,595万円

8億3,578万円

26億6,487万円

4億1,024万円

214億2,842万円

一般会計

特別会計　　計

合　計

国民健康保険

漁業集落排水

農業集落排水
港湾施設管理

土 地 造 成

介 護 保 険

後期高齢者医療

136億6,931万円

76億7,378万円

37億　529万円

3,235万円

4,397万円

6,076万円

8億3,361万円

25億8,525万円

4億1,255万円

213億4,309万円

名　称 平成26年度 平成25年度

▲ 0.7

2.4

3.1

▲ 3.1

4.7

▲ 24.4

0.3

3.1

▲ 0.6

0.4

対前年度比
（％）

収入

支出

収入

支出

収入

支出

収入

支出

収入

支出

収入

支出

収益的

資本的

収益的

資本的

収益的

資本的

区　分

水　　　道

事 業 会 計

工業用水道

事 業 会 計

公共下水道

事 業 会 計

名　称

5億7,043万円

6億2,128万円

5,278万円

1億7,161万円

5億5,474万円

5億7,632万円

2億1,390万円

4億6,772万円

10億1,528万円

9億3,455万円

2億8,257万円

5億7,525万円

平成26年度

5億1,877万円

5億1,772万円

6,252万円

1億6,739万円

4億9,287万円

5億1,807万円

1億9,252万円

4億3,728万円

7億7,260万円

7億6,685万円

4億3,200万円

7億1,210万円

平成25年度

10.0

20.0

▲ 15.6

2.5

12.6

11.2

11.1

7.0

31.4

21.9

▲ 34.6

▲ 19.2

対前年度比
（％）

受託 ※

　
わ
が
ま
ち
プ
ラ
ン
（
第
五
次
大

竹
市
総
合
計
画
）
は
、「
住
み
た
い
、

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
感
じ
る
ま

ち
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
10
年
後

の
大
竹
市
が
笑
顔
や
元
気
が
か
が

や
く
ま
ち
に
な
る
よ
う
、
６
つ
の

基
本
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。

６
つ
の
基
本
目
標

◎
大
竹
を
愛
す
る
人
づ
く
り

◎
生
活
基
盤
が
整
っ
た
ま
ち

◎
安
全
な
ま
ち

◎
安
心
で
き
る
ま
ち

◎
心
に
ゆ
と
り
を
感
じ
る
ま
ち

◎
行
政
・
社
会
の
仕
組
み
づ
く
り

　
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
一
歩
一

歩
進
ん
で
い
く
こ
と
が
市
民
の
皆

さ
ん
が
考
え
る
「
よ
い
ま
ち
」
の

実
現
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
平
成
26
年
度
予
算
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
、
昨
年
度
に
続
き

縮
小
規
模
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
中
で
も
市
民
の
皆
さ
ん
が
幸
せ

を
感
じ
な
が
ら
生
活
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
総
合
計
画
を
基
軸
と

し
た
事
業
を
継
続
し
て
行
う
こ
と

を
基
本
方
針
と
し
て
予
算
を
編
成

し
ま
し
た
。

　
新
規
事
業
は
極
力
控
え
る
中
で
、

行
政
の
継
続
性
、
市
民
生
活
へ
の

影
響
を
考
え
、「
大
竹
を
愛
す
る

人
づ
く
り
」
を
は
じ
め
と
す
る
総

合
計
画
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要

な
継
続
的
事
業
、
国
・
県
と
の
信

頼
関
係
の
中
で
、
ど
う
し
て
も
実

施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
事
業
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
自
治
に
関
す
る
事

業
や
健
康
に
対
す
る
予
防
施
策
に

重
点
的
に
財
源
の
配
分
を
行
う
こ

と
で
、
将
来
の
行
政
需
要
の
増
加

の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　
普
通
建
設
事
業
な
ど
の
大
規
模

な
事
業
に
は
、
国
や
県
か
ら
の
補

助
金
や
駐
留
軍
等
再
編
交
付
金

を
は
じ
め
と
す
る
財
源
を
有
効
に

活
用
し
な
が
ら
、
将
来
的
に
安
定

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
財
政

の
枠
組
み
を
保
つ
行
政
運
営
を
行

い
ま
す
。

一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
当
初

予
算
の
概
要

　
一
般
会
計
は
前
年
度
当
初
予

算
と
比
べ
０
・
７
％
の
減
と
な
って

い
ま
す
。

　
歳
出
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
（
扶
助
費
）
な
ど
の
民
生

費
な
ど
が
増
加
し
、
工
場
等
設
置

奨
励
金
な
ど
の
商
工
費
や
、
晴
海

臨
海
公
園
整
備
事
業
な
ど
の
土
木

費
が
減
少
し
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金

事
業
な
ど
に
係
る
国
庫
補
助
金
や
、

地
方
交
付
税
の
代
わ
り
と
し
て
発

行
す
る
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
が

増
加
し
、
市
税
や
地
方
交
付
税

な
ど
が
減
少
し
ま
し
た
。

　
７
つ
の
特
別
会
計
の
合
計
は
、

78
億
５
、
５
５
７
万
円
で
、
前
年

度
と
比
べ
る
と
２
・
４
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

「笑顔・元気 かがやく大竹」の
実現に向かって

平成26年度

当初予算成立
問い合わせ 企画財政課 ☎59２１21

平成26年度会計別予算
一般会計・特別会計

※　平成25年度は「港湾及び漁港施設管理受託」

企業会計

人件費
17.9%

扶助費
16.0%

公債費
15.2%

普通建設事業
など
13.7%

物件費
14.4%

維持補修費
1.8%

補助費等
6.9%

繰出金
9.7%

貸付金
2.9%

積立金
1.4%

予備費
0.1%

投資的経費

義
務
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

議会費
1.5%

総務費
11.0%

民生費
30.2%

衛生費
8.1%

労働費
1.0%

農林水産業費
1.8%

商工費
1.9%

土木費
18.7%

消防費
3.8%

教育費
6.7%

公債費
15.2%

予備費
0.1%

市税
39.4%

分担金
および負担金

1.8%

使用料
および手数料

2.2%
財産収入
0.6%

繰入金
6.2%

諸収入など
3.9%

地方譲与税など
3.4%

地方交付税
9.2%

国庫支出金
13.9%

県支出金
5.0%

市債
14.4%

自
主
財
源

依
存
財
源

※　災害復旧費は名目のみ予算計上（1万円未満のため千円単位まで表示）しています。

歳入

歳入

歳出（目的別） 歳出（性質別）

歳出
（目的別）

歳出
（性質別）
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健康増進キャラクター
ゾウのしんちゃん

不法投
棄

◎
市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業

　
３
０
０
万
円

　
大
竹
市
は
、
平
成
26
年
９
月
１

日
に
市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
、
わ

が
ま
ち
プ
ラ
ン
が
目
指
す
「
よ
い

ま
ち
」
を
創
っ
て
い
く
た
め
の
契

機
と
し
て
、
平
成
25
年
度
に
引
き

続
き
、「
市
民
と
行
政
と
の
協
働
」

に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業

を
行
い
ま
す
。

　◎
玖
波
小
学
校
施
設
整
備
事
業

　
６
、
０
２
０
万
円

　
安
全
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る

た
め
、
玖
波
小
学
校
に
耐
震
対
策

を
行
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
は
、

基
本
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
大
竹
駅
東
口
広
場
整
備
事
業

　
５
、
１
４
８
万
円

　
平
成
23
年
度
に
策
定
し
た
「
大

竹
駅
周
辺
整
備
新
構
想
」
に
基
づ

き
、
大
竹
駅
を
橋
上
駅
化
し
、

東
西
の
市
街
地
を
跨
線
橋
の
自
由

通
路
で
結
び
、
駅
東
口
に
交
通
広

場
を
整
備
す
る
計
画
で
す
。
平
成

26
年
度
は
、
駅
周
辺
の
基
本
設
計

を
行
い
ま
す
。

◎
晴
海
臨
海
公
園
整
備
事
業

　
４
億
８
７
７
万
円

　
隣
接
す
る
商
業
地
区
と一体
と

な
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

多
様
な
人
々
が
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
憩
い
楽
し
め
る

公
園
を
整
備
し
ま
す
。
平
成
26

年
度
は
、
25
年
度
に
引
き
続
き
、

球
技
場
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
管
理
棟
、

ト
イ
レ
棟
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

◎
玖
波
駅
西
口
お
よ
び
玖
波

　
36
号
線
道
路
改
良
事
業

　
２
億
２
、
４
２
７
万
円

　
Ｊ
Ｒ
玖
波
駅
西
口
に
改
札
口
を

設
け
る
た
め
の
駅
舎
を
建
築
し
、

駅
西
口
広
場
の
整
備
と
併
せ
、
西

口
広
場
と
県
道
を
接
続
す
る
道
路

を
拡
幅
改
良
し
ま
す
。

◎
救
急
搬
送
用
船
舶
改
修
補
助

　
事
業
（
新
規
）

　
２
０
０
万
円

　
阿
多
田
島
で
の
救
急
患
者
の
搬

送
時
に
お
け
る
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
搬
送
業
務
に
協
力
し
て
い

た
だ
く
船
舶
の
改
修
に
対
し
て
補

助
を
行
い
ま
す
。

◎
消
防
車
両
整
備
事
業

　
８
、
９
３
７
万
円

　
老
朽
化
し
た
救
助
工
作
車
を
、

ポ
ン
プ
付
救
助
工
作
車
に
更
新
し

ま
す
。

◎
妊
産
婦
歯
科
健
康
診
査
事
業

　（
新
規
）

　
１
０
７
万
円

　
妊
産
婦
の
口
腔
内
を
健
康
に
保

つ
と
と
も
に
、
生
ま
れ
て
き
た
子
ど

も
の
む
し
歯
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
た

め
、
妊
娠
中
、
産
後
の
妊
産
婦
の

歯
科
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

◎
病
児
・
病
後
児
保
育
運
営
事

業　（
新
規
）

　
８
９
５
万
円

　
市
内
に
住
所
が
あ
る
ま
た
は
、

保
護
者
が
市
内
の
事
業
所
に
勤
務

す
る
満
１
歳
以
上
か
ら
小
学
校
３

年
生
ま
で
の
病
児
・
病
後
児
の
保

育
を
、
広
島
西
医
療
セ
ン
タ
ー
内

で
行
い
ま
す
。

◎
健
康
増
進
事
業
（
拡
充
）

　
９
、
２
６
９
万
円

　
生
活
習
慣
病
や
そ
の
他
の
心
身

の
健
康
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、

正
し
い
知
識
の
普
及
に
よ
り
、
市

民
の
健
康
意
識
を
高
め
る
と
と
も

に
、
医
療
機
関
な
ど
と
連
携
し
て

市
民
の
健
康
の
保
持
お
よ
び
増
進

を
図
り
ま
す
。
平
成
26
年
度
か
ら

は
、
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
を
促
進
す
る
た
め
、
満
40
歳
以

上
の
方
の
大
腸
が
ん
検
診
を
無
料

化
し
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
に
対
し
て
、
特
定
健

康
診
査
が
、
よ
り
受
け
や
す
い
検

診
に
す
る
た
め
、
自
己
負
担
額
を

無
料
と
し
ま
す
。

　

◎
地
域
不
法
投
棄
対
策
事
業

　
１
、
１
５
６
万
円

　
地
域
の
快
適
な
生
活
環
境
を
守

る
た
め
、
自
治
会
連
合
会
、
公
衆

衛
生
推
進
協
議
会
、
警
察
署
と

の
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
不
法
投

棄
防
止
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
や
監
視

カ
メ
ラ
の
増
設
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

◎
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

　
５
５
２
万
円

　
市
民
活
動
団
体
が
地
域
の
課

題
解
決
の
た
め
、
自
ら
提
案
・
実

施
す
る
事
業
を
公
募
し
、
助
成
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
市
民
活
動
の

自
主
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

◎
広
島
県
緊
急
雇
用
対
策
基
金
事

業　（
地
域
人
づ
く
り
事
業
）（
新
規
）

　
１
、
５
８
０
万
円

　
適
切
な
経
営
指
導
・
相
談
業

務
を
担
う
人
材
や
水
産
物
な
ど
の

販
売
促
進
を
担
う
人
材
を
、
中

小
企
業
な
ど
で
、
新
た
に
失
業
者

を
雇
用
し
育
成
し
ま
す
。
ま
た
、

地
元
中
小
企
業
の
在
職
者
に
対
す

る
賃
金
上
昇
な
ど
の
処
遇
改
善
を

目
指
し
、
経
営
改
善
の
講
習
会
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。

　

※

　
事
業
費
は
全
て
１
万
円
未
満

を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。

こ
せ
ん
き
ょ
う

広島西医療センター病児・病後児保育室
（にっしーくんハウス）

ま
か
な

平
成
26
年
度
主
要
事
業

（
新
規・拡
充
分・そ
の
他
主
な
も
の
）

大竹を愛する
人づくり

生活基盤が
整った
まちづくり

安全な
まちづくり

安心できる
まちづくり

心にゆとりを
感じる
まちづくり

行政・社会の
仕組みづくり

住みたい、
住んでよかった
と感じるまち

予算書を販売しています
（消費税込み１,０００円）

　予算書（Ａ４版３１６ページ）は、１，０００円で、市役
所企画財政課、各支所で販売しています。当初予算
の概要は無料で配布しています。
　なお、市立図書館や情報公開コーナー（市役所１
階）、市ホームページでもご覧いただけます。

用
語
解
説

【
一
般
会
計
・
特
別
会
計
】

　
地
方
公
共
団
体
の
行
政

運
営
上
基
本
的
な
分
野
を

行
う
会
計
を
「一
般
会
計
」

と
い
い
、
特
定
の
収
入
を
も

っ
て
特
定
の
事
業
を
行
う
会

計
を
「
特
別
会
計
」
と
い
う
。

【
歳
入
・
歳
出
】

　
地
方
公
共
団
体
が
、
そ
の

仕
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な

経
費
を
賄
う
も
の
が
収
入
で
、

そ
の
団
体
の
会
計
年
度
に
お

け
る
全
て
の
収
入
を
歳
入
と

い
い
、
全
て
の
支
出
を
歳
出

と
い
う
。

【
自
主
財
源
・
依
存
財
源
】

　
市
が
自
主
的
に
調
達
す
る

お
金
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
歳

入
を
区
分
し
た
も
の
。
市
税

や
保
育
料
、
市
営
住
宅
使

用
料
や
施
設
の
使
用
料
な
ど

が
自
主
財
源
と
な
る
。
ま
た
、

国
・
県
支
出
金
や
地
方
交

付
税
な
ど
、
国
や
県
か
ら
市

に
入
っ
て
く
る
お
金
は
依
存

財
源
と
な
る
。
市
債
も
依
存

財
源
に
含
ま
れ
る
。

【
性
質
別
歳
出
】

　
市
の
経
費
を
そ
の
性
質
ご

と
に
、
義
務
的
経
費
、
投

資
的
経
費
、
そ
の
他
の
経
費

に
分
類
し
た
も
の
。
義
務
的

経
費
は
支
出
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
経
費
。
投
資
的
経

費
は
道
路
や
公
共
施
設
の
建

設
な
ど
に
か
か
る
経
費
。

【
目
的
別
歳
出
】

　
市
が
行
う
事
業
を
目
的

別
に
分
類
す
る
も
の
で
、
行

政
上
の
特
色
な
ど
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

【
駐
留
軍
等
再
編
交
付
金
】

　
在
日
米
軍
の
再
編
な
ど
に

よ
り
負
担
の
増
え
る
市
町
村

に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
交
付

金
。
大
竹
市
の
場
合
は
、
平

成
19
年
度
か
ら
33
年
度
ま
で

の
15
年
間
で
約
40
億
円
が
交

付
さ
れ
る
予
定
。

　
平
成
26
年
度
は
２
億
７
，

７
３
４
万
円
が
交
付
さ
れ
る

見
込
み
。
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